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①適期に播種をする

７月８日播種 ７月３１日播種

草丈５０ｃｍ（収穫時） 草丈３０ｃｍ（収穫時）

（デメリット）
・コンバインが土、石をかむ
・刈り残しができる
・収量が少ない など
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②発芽を揃える
１０月１０日
の様子

７月８日播種

７月２２日の
様子

７月２６日播種
８月２０日の
様子

１０月１０日
の様子
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③排水溝を設置し、落としとつなげる
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柵が
なければ

④獣害対策を施す

獣道
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⑤適期に除草剤散布をする
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⑥干ばつ時には谷水を取る

８月５日 ８月１６日
（デメリット）
大豆は
回復するが
雑草も出て
くる
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⑦大豆の開花期以降は手取り除草をする

ホオズキを残すと
汚粒の原因になる

無数の種
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⑧手取り除草した雑草はほ場の外に持ち出す
農機具に付いた土は次のほ場に持ち込まない

このままでは
だめ

よい
事例
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まとめ
①～⑥の作業を行うことで

大豆の被陰効果（葉でほ場を覆い、雑草の生育
を抑制する効果）を発揮させる

開花期以降は手取り除草をし、

ほ場外に持ち出す。（農機具の土の除去も）
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